GISとAHPを援用したエコ・ツーリズムの適地選択一タイのスラタニ地域 を事例として- by カワンルタイ ブンルアムカーオ
Site Suitability Evaluation for Ecotourism
Using GIS & AHP : A Case Study of Surat Thani
Province，T hailand.
発行年 2011
URL http://hdl.handle.net/2241/00140181
氏名(本籍)
学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
学位授与の要件
審査研究科
学位論文題目
王 査
高リ 査
副 査
高日 査
高リ 査
[226] 
カワンルタイ ブンルアムカーオ(タ
博士(理学)
イ)
1専甲第 6101 号
平成 24年3月23日
学位規則第4条第 1項該当
生命環境科学研究科
Site Suitability Evaluation for Ecotourism Using GIS & AHP: A Case 
Study of Surat Thani Province， Thailand. 
(GISとAHPを援用したエコ・ツーリズムの適地選択一タイのスラタニ地域
を事例として-)
筑波大学教授 理学博士 村山祐司
筑波大学教授 理学博士 田林 明
筑波大学教授 理学博士 山下 j青海
筑波大学教授 Ph. D. 呉羽正昭
筑波大学講締 博士(理学) 森本健弘
論文の内容の要旨
タイでは、経済発展に伴い中間層が拡大し、観光や余暇活動が注目を集めている。とくに近年、豊かな自
然資源を生かしたエコ(グリーン)・ツーリズムが新しいタイプの観光として台頭している。脆弱な自然を
その対象とするため、観光客の急激な増加やマナーの悪化は環境破壊を誘発し、直ちに観光地としての価値
を低下させる。このため、運営主体や行政にあっては、地域全体を包括するきめ細かい管理や将来を見据え
た計画が欠かせない。以上の点を踏まえ、本研究は、タイ南部のスラタニ地域を事例に、計量地理学的手法
を駆使しながら、エコ・ツーリズムの開発適地を導出するとともに、観光地として持続的に発展可能な方策
や今後のあり方を具体的に提言することを課題としている。
適地選択には、 GIS(地理情報システム)の技術と AHP(分析的階層プロセス)の手法を援用する。本研
究で使用するデータは、衛星画像、地形や植生に関するデジタル情報、交通(道路網)・集落・施設立地な
どに関する社会経済的属性である。地形図、道路地図、各種統計、行政資料などを有効に活用するとともに、
現地でフィールドワークを実施し、適切なデータの収集に努めた。観光資源を評価するために必要な質的デー
タは、現地の人々への開き取り、運営主体や行政に対するインタビュー調査によって取得された。とくにこ
の地域の自然、生態系や観光、経済に精通したエキスパート(行政担当者、学識経験者、民間事業者など)
には詳細なアンケート調査を実施して、エコ・ツーリズムとしての立地ポテンシャルの定量的重み付けを行っ
た。
適地選択のための指標としては、エコ・ツーリズムの発展に密接に関連すると思われる 5つの要素、すな
わち景観・自然的特性、ワイルドライフ、地形、近接性、コミュニティ特性を取り上げた。それらの具体的
な因子として、景観・自然的特性では、視野と土地被覆・利用、ワイルドライフでは、保護・保全地域、生
物多様性、地形では標高と傾斜、近接性では文化施設への近さおよび道路へのアクセス、そしてコミュニテイ
特性では集落の規模を説明変数として選定した。これら 9つを指標にもとづく空間データに AHP手法を適
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用し、それぞれの因子の重み付けを行って、総合的なエコ・ツーリズムの適地を客観的に導き出した。続い
てGISを援用したオーバーレイ解析により、スラタニ全域を対象に、適地の地図化を行った。その結果、エ
コ・ツーリズムの適地は、 (Sl) もっとも適している、 (S2)かなり適している、 (S3)あまり適していない、
(N)全く適していない、の 4つのランクに分類され、空間的可視化がなされた。現在の土地利用とのオーバー
レイ解析により、 Slは自然保護区に多く分布することが判明した。これらの地域は、一般観光客の受け入
れを増やすよりは、学校教育や環境保全のために利用すべきである。 S2は研究対象地域の東部と西部に広
く分布するD これらの地域では積極的にエコ・ツーリズムを推進すべきで、観光客のニーズを満たす諸施設
を効果的に配置するとともに、サービスを充実させる必要がある。 S3は、エコ・ツーリズムに特化するの
ではなく、一般観光客を広く集め、一般観光地としての発展を目指すべき地域として位置づけられる。 S3
はスラタニ州の中央部に広く展開する。観光を軸とした経済発展がもっとも期待される地域である。 Nは、
自然環境への負荷が大きく、エコ・ツーリズムの発展を控えるべき地域として位置づけられる。以上の分析
結果をもとに、結論では、エコ・ツーリズムを持続的に発展させるために、これら 4つの地域では今後どん
な開発を行い、どのように管理運営をすべきか、行政の役割にも言及しながら具体的な政策提言を行った。
審査の結果の要旨
観光空間の研究に、計量地理学的手法を用いた論文はきわめて少ない。その背景に適切な量的・質的デー
タが入手しがたいことがある。この研究では、 GISの技術と AHPの技法を効果的に結びつけ、定性的デー
タを自ら取得し、エコ・ツーリズムの適地選定を客観的かっ科学的に行い、説得力のある分析結果を導いて
いる。本論文は、新機軸の独創性に富んだ研究として高く評価できる。ランク付けされた適地を地図上に空
間可視化するとともに、「あまり適していないjとランクづけられた地域では、エコ・ツーリズムをサポー
トする諸施設を誘導すべきといった、今後の方向性に関する具体的な提言は本研究のオリジナリティを高め
ている口本研究で得られた結論は、今後の地域計画や観光政策の有力な基礎資料として貢献することが期待
される。さらに、エコ・ツーリズム研究における本手法の有効性を示し、東南アジアのほかの地域でも適用
可能なことを示した点も特筆に値する。
平成24年1月初日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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